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『量的降灰予報』について② 
～降灰量 と とるべき行動～ 

 
前回の一口メモで、『量的降灰予報』には、利用者の用途に合わせて、「噴火前の情報」、「噴火直後の速報」、 

「噴火後の詳細な予報」の３種類があり、「噴火直後の速報」と「噴火後の詳細な予報」では予想される 

降灰量もお伝えすることを紹介しました。  

気象庁は、降灰量に応じた適切な行動をとっ

てもらうため、下表のような「降灰量階級表」

を作成しました。約 60 名の死者を出した 1914

年の桜島の大正噴火と同程度の規模の噴火の

シミュレーション結果（気象研究所による）で

は、風向きによっては、大阪に厚さ１mm以上の

降灰量が予想されています。１mmというと、数

字としては小さく感じると思います。しかし、

「降灰量階級表」では、１mm以上は“多量”と

いう分類に入り、“屋外での活動を控えたほう

がよい”という状況になります。 

『量的降灰予報』で、どこに、どの程度の量

の火山灰が降るのかを把握した後は、「降灰量

階級表」を参考に、適切な防災対応をとってく 図 1914 年「大正噴火」の規模の噴火を想定した 

ださい。                   気象研究所による降灰のシミュレーション結果 
               （桜島火山活動による被害写真集平成 26 年７月 桜島火山活動対策協議会より） 

表 降灰量階級表（気象庁 HP から）詳しくは以下の URL をご参照ください。

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/qvaf/qvaf_guide.html#class 
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